
去
る
六
月
十
六
日
・
十
七
日

の
二
日
間
、
藤
勢
寺
・
長
徳
寺

合
同
に
よ
る
団
体
参
拝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
時
宗
の

総
本
山
で
あ
る
「
遊
行
寺
（
清

浄
光
寺
）
」
を
中
心
に
、
渋
沢

栄
一
ゆ
か
り
の
地
や
十
国
峠
、

熱
海
温
泉
、
小
田
原
な
ど
を
巡

る
充
実
し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

一
行
は
、
早
朝
に
そ
れ
ぞ
れ
の

寺
を
出
発
。
道
中
で
は
新
車
の

快
適
な
バ
ス
と
、
和
や
か
な
車

中
の
語
ら
い
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
心
躍
る
道
の
り
を
進
み
ま

し
た
。

初
日
は
、
渋
沢
栄
一
翁
の
生

家
「
中
の
家
」
と
記
念
館
を
訪

れ
、
日
本
近
代
経
済
の
礎
を
築

い
た
人
物
の
精
神
に
触
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
宿
泊
先
の
熱
海

後
楽
園
ホ
テ
ル
で
は
、
美
し
い

海
の
景
色
と
広
々
と
し
た
温
泉
、

心
づ
く
し
の
食
事
に
癒
さ
れ
な

が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も

深
ま
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
い
よ
い
よ
旅
の

主
目
的
で
あ
る
遊
行
寺
へ
。
到

着
後
に
は
、
時
宗
第
七
十
五
世
・

一
浄
上
人
様
と
ご
対
面
の
機
会

を
賜
り
、
心
よ
り
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
そ
の
後
、
本
堂
に
て
各

家
先
祖
代
々
の
御
回
向
を
丁
重

に
勤
修
い
た
だ
き
、
続
い
て
お

上
人
様
よ
り
直
接
、
時
宗
の
大

切
な
伝
統
で
あ
る**

「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
御
札
（
賦
算
）**

を
一
人
一
人
に
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

宝
物
館
で
は
、
時
宗
の
歴
史

を
物
語
る
貴
重
な
資
料
に
触
れ
、

あ
ら
た
め
て
信
仰
の
奥
深
さ
と

歴
史
の
重
み
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
帰
路
に

は
、
お
買
い
物
や
見
学
を
楽
し

み
な
が
ら
、
無
事
に
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

今
回
の
参
拝
旅
行
は
、
信
仰

を
深
め
る
と
と
も
に
、
仲
間
と

心
を
通
わ
せ
る
か
け
が
え
の
な

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
次
回
の
ご
縁
を
楽
し
み
に
、

共
に
念
仏
の
道
を
歩
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。
合
掌
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